
 

 

 

○ なぜ私たちは学ぶのか？ ～「学ぶこと＝生きがい」～ 

３学期に入って、日々落ち着いた学校生活が行われています。授業の様子を見ていても、

電子黒板やタブレットを活用した学習が日常的に展開されています。また、実技を伴う授業

においても、作品づくりや箏(そう)の演奏、ハードル練習など、それぞれの教科で生徒たちに

多くの体験をさせたいという先生方の思いのもと、授業実践が行われています。今後、診断

テストや学年末テスト、３年生にとっては高校入試とこれまでの取り組みの成果が問われる

場面がたくさんあります。自分として納得できる結果に結びつくよう精進してほしいと思います。 

ところで、先日のニュースで、石川県の小中学校で数日遅れの始業式が行われたことが紹

介されていました。その時のインタビューで小学校低学年の児童が、「早く学校に行って算数

や国語の勉強をしたかった」と話した言葉が私にとって印象的でした。この言葉にどんな思

いがあるのだろうかと。想像の域は越えられませんが、私は２つのことを考えました。一つ

は、学校という場所が友達と出会える場所であり、地震で多くのものを失った悲痛な気持ち

があるからこそ、今すぐにでもみんなに会いたかったのだと思います。もう一つは、学校で

勉強するというごく当たり前の生活が大地震で一変したことでその機会を失い、これまでと

同じようにみんなと一緒に勉強したいという強い欲求が生まれたのだと思います。私たち人

間は、学ぶこと（勉強すること）に飢えているときに「学びたい」という強い欲求が生まれ

るとよく言われます。つまり、学ぶことは生きがいにつながるということです。 

「勉強が好きですか」という言葉を聞いて、皆さんはどう答えるでしょうか。「はい」と答

える人は少ないかもしれません。また、「なぜ勉強するのか」という問いに何と答えるのでし

ょうか。「将来のために」とか「視野を広げるために」とよく言われますが、一番大切なこと

は、学ぶ本人自身が「勉強する意義」について考え続け、自分なりの理由や目標としたいこ

となど、自分に納得できるものを見つけることだと思います。そのために、保護者や先生、

さらに先人の言葉や知恵を利用する、まず目の前のことに挑戦してその経験から実感したこ

とを参考にするなどの方法があります。納得できることが前向きな気持ちへの大きな原動力

となり、学び続けようとする良いスパイラルを生むと思います。ぜひ、私たち大人が子ども

たちに勉強する意義につながるヒントを常に与えていきたいものです。当然、私たち大人自

身も学び続ける必要があるのだと思います。 
 

○ 令和６年能登半島地震 災害義援金の募金活動のお知らせ 

１月１日に起こった能登半島大地震では、200 人を超える尊い命が失われ、今もなお避難

所生活を送る被災者の方々がたくさんいる状況です。厳しい寒さの中で懸命に生活されてい

る被災者の報道を目にする度、私は目頭が熱くなります。私事ですが、大学の４年間を神戸

で過ごし、多くの方々にお世話になりました。地元香川県で就職して４年後起こったのが、

阪神・淡路大震災でした。目の前の生徒たちに授業をしながら、心の中では、お世話になっ

た神戸の方々、友達は無事なのか心配でたまりませんでした。その年の夏休みに神戸を訪れ

ました。港や道路にひびが入り、多くの建物がなくなるなど、街は大きく変貌していました。

下宿していたアパートに行くと、建物はすでになく更地になっていました。しかしその時、

そこでたまたま出会ったのが、下宿時代にまかないで大変お世話になった２人の女性でした。
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思わず涙があふれ、手を握り合って無事であったことを喜びました。結果として私の知り合

いは皆無事だったのですが、中学校教諭として勤務していた私の同級生は、地震後に出勤し

てからは家に帰らず、ずっと避難所で対応し続けたという現実もその時初めて知りました。

このように自然災害に対して、私たち人間は無力であることをまざまざと思い知らされると

ともに、こういう困難な時こそ、お互いに思いやり助け合う気持ちと行動が大切であると思います。 

先日の全校朝会で、生徒会が中心となって支援と復興につながる募金活動を行うことが紹

介されました。２月に入ってから校内外で活動を行っていきます。地域にも足を運ぶことが

あると思いますが、ご協力のほどよろしくお願いします。 
 

２月の行事予定 
 

日 曜 予    定 給食 日 曜 予    定 給食 

１ 木 
短縮６時間授業(３年４時間授業) 
公立高校自己推薦選抜 
学校保健委員会 

○  16 金 ⑥チャレンジ（質問教室） ○  

２ 金  ○  17 土   

３ 土    18 日   

４ 日    19 月 
テスト前日４時間授業 
（月の①③④⑤） ○ 

５ 月 入学予定者周知会 ○  20 火 学年末テスト１日目 × 

６ 火 全校朝会 ○  21 水 
学年末テスト２日目 
(１・２年 ２時間 ３年５時間授業) 

３年 
のみ
○ 

７ 水 
３年４時間授業 
ノー部活動デー 

○  22 木 
学年末テスト３日目（１・２年のみ） 
４時間授業 ノー部活動デー ○ 

８ 木  ○  23 金 天皇誕生日  

９ 金 ⑥チャレンジ（質問教室） ○  24 土   

10 土   25 日   

11 日 建国記念の日  26 月 生徒会専門委員会  

12 月 振替休日  27 火 全校朝会（生徒会・保健委員会）  

13 火 
短縮６時間授業 
学年末テスト発表 
ノー部活動期間（～２１日） 

○  28 水  ○ 

14 水 
総合２回診断テスト(３年) 
学習の診断（１・２年） ○  29 木  ○ 

15 木 短縮５時間授業 水曜の時間割 ○  

《２月の生活目標》 
「良い校風をつくろう」     部活動終了時間 １７：３０（下校完了 １７：４５） 

                       

 

○ 合唱コンクールを終えて 

〈３月の主な予定〉 

７・８日（木・金）公立高校一般入試         ２２日（金）終業式・離任式  

１２日（火）卒業式                   ２３日（土）～ 学年末休業日 

１５（金）・１８日（月）オープンスクール（５校時・部活動） 

※１学期始業式は、４月８日（月）、入学式４月１０日（水）です。 


